
十月を迎えて、やっと雲一つない青く澄んだ高い秋空を見上げることができ、久々にスッキリとした気分にな

りました。先月から続いている秋雨前線の停滞と台風の影響で降雨の日が続くと、気分が重たくなりがちで、日々

の疲労が回復しないままに蓄積されて、風邪を引きそうになりました。これから昼夜の寒暖差も大きくなります

ので、皆様、例年の秋よりも、休養と睡眠を多めに取りながら、体調管理にお気をつけください。 

 先月の連休に、娘の家族が帰省したので、琵琶湖近くにある梨園（びわこもりやまフルーツランド）へ、初め

て梨狩りに行きました。広い梨園の樹々の枝になる沢山の大きな梨を、二歳半になる孫が小さな両手でつかんで

は引っ張って楽しそうに梨を取り、大人が手回し式の皮むき器で皮をむいてから包丁で小さく切った梨を、もの

凄い勢いで美味しそうに頬張って食べていました。屋根のような梨の樹々の下を、来園した子供達が仲良く楽し

そうに走りまわっていました。滋賀県の食育も兼ねた、農業体験型レジャー施設での果物狩り体験はお勧めです。 

 守山市の特産ブランド「守山梨」は美味しくて非常に人気が高く、その歴史は、昭和中期にさかのぼり、旧野

洲川周辺の農地を活用して地元の果樹生産組合を中心に本格的な梨栽培が始まったそうです。水はけが良い野洲

川の砂質土壌と、琵琶湖沿いの陽当たりの良さ、寒暖差を生かした丁寧な果樹栽培により、「甘くてジューシーな

高品質の梨」として地域ブランドとして定着しました。代表的な品種には、「幸水」「豊水」「筑水」などがありま

す（梨狩りでは、豊水とゴールド二十世紀を美味しく食べました）。収穫された梨の多くは、市内の集荷場や直売

所、地元の農協などを通じた直売で消費されるため、市場やスーパーに広域流通することがほとんどないそうで、

知る人ぞ知る幻の梨として、販売時期（例年 8 月から 9 月初旬頃まで）には直売所に列が出来て即日完売するこ

ともあるそうです。守山梨の最大の特徴は、一般的な市場に流通する梨で見られるような早摘みがされることが

なく、木の上で極限まで熟したもの（樹上完熟）なので、糖度が高くシャリ感が際立つ食感を有するので、梨狩

りでは、甘みと果汁が最も詰まった最高の状態を味わうことが出来ました。来年はブドウ狩りを体験したいです。 

～Vol.19７ あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 
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